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本
委
員
会
は
、
何
の
具
体
策
も
打

て
な
い
現
政
権
の
下
、
景
気
が
足
踏

み
状
態
の
中
で
区
民
生
活
の
向
上
や

雇
用
不
安
を
ど
う
解
消
し
て
い
く
か

が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
委
員
会
で

あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
平
成
23
年

度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
よ
り
127
億

円
増
の
積
極
型
予
算
と
な
っ
た
。

　

そ
の
主
な
増
要
因
を
見
る
と
、
生

活
保
護
費
等
の
扶
助
費
が
増
大
し
た

こ
と
で
あ
り
、
基
金
の
取
崩
し
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。

　

近
藤
区
政
に
な
っ
て
か
ら
、
行
政

改
革
等
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
こ

と
は
、
区
の
進
め
て
き
た
改
革
が
実

を
結
ん
だ
も
の
と
実
感
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
委
員
か
ら
指
摘

が
あ
っ
た
待
機
児
童
対
策
は
抜
本
的

対
策
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
回
の
組

織
改
正
に
よ
り
、
保
育
行
政
と
幼
児

教
育
が
一
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
る

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
基
金
201
億

円
余
の
取
り
崩
し
や
57
億
円
余
の
区

債
発
行
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
。
歳

入
は
、
特
別
区
民
税
が
前
年
度
を
更

に
下
回
る
見
込
み
で
、
都
区
財
政
調

整
交
付
金
も
先
行
き
不
透
明
で
あ
る
。

歳
出
は
、
生
活
保
護
受
給
者
数
の
急

伸
に
伴
う
扶
助
費
増
や
、
区
内
中
小

企
業
の
厳
し
い
景
気
状
況
等
、
基
金

を
取
り
崩
す
財
源
対
策
も
２
〜
３
年

で
限
界
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
行
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん
、

特
別
区
民
税
等
の
徴
収
対
策
や
未
利

用
地
の
有
効
活
用
、
区
民
と
の
協
働

促
進
、
財
務
諸
表
を
活
用
し
た
財
政

の
見
え
る
化
が
重
要
で
あ
る
。

　

区
は
、
予
算
案
を
「
縁
を
つ
な
ぎ

明
日
へ
の
絆
を
結
ぶ
」
と
掲
げ
、
地

域
の
ち
か
ら
推
進
部
を
新
設
し
、
支

え
合
え
る
仕
組
み
・
地
域
づ
く
り
に

積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
た
が
、
従
来

こ
と
で
待
機
児
童
の
解
消
等
が
図
ら

れ
、
施
策
の
前
進
と
少
子
化
対
策
に

寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

ま
た
、
今
予
算
に
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
が
新
た
に
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
同
時
接
種
後
に
お
子
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
接

種
を
見
合
わ
せ
る
旨
報
告
が
あ
っ
た
。

今
後
の
展
開
が
不
透
明
な
中
、
混
乱

の
な
い
よ
う
配
慮
を
お
願
い
す
る
。

　

な
お
、
共
産
党
か
ら
提
出
さ
れ
た

修
正
案
は
、
単
な
る
バ
ラ
マ
キ
的
給

付
事
業
の
施
策
ば
か
り
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
財
源
を
基
金
の
取
崩
し

に
頼
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
、
区

の
サ
ー
ビ
ス
の
延
長
で
は
な
く
、
新

た
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

子
ど
も
施
策
で
は
、
幼
保
小
連
携

に
よ
る
幼
児
教
育
の
充
実
、
小
・
中

学
校
で
の
補
習
教
室
拡
充
、
家
庭
福

祉
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
保
育
の
実
施

や
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
や
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１

抗
体
検
査
の
公
費
助
成
。
高
齢
者
施

策
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

の
増
床
、
Ｕ
Ｒ
と
の
協
働
に
よ
る
要

介
護
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予

防
体
操
の
テ
レ
ビ
放
映
。
治
安
対
策

で
は
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ウ
ィ
ン

ド
ウ
ズ
運
動
拡
充
、
区
内
警
察
署
・

消
防
署
と
の
協
働
に
よ
る
防
犯
活
動

と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
行
財
政
改

革
に
取
り
組
み
、
基
金
を
積
み
立
て

て
き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
扶
助
費

の
増
大
に
対
処
で
き
る
の
で
あ
る
。

基
金
の
積
み
立
て
は
未
来
へ
の
投
資

で
も
あ
る
。
自
由
民
主
党
は
、
継
続

的
で
安
定
し
た
区
政
運
営
を
目
指
す

こ
と
が
、
区
民
福
祉
向
上
に
つ
な
が

る
と
確
信
し
て
お
り
、
本
修
正
案
は

到
底
容
認
で
き
な
い
。

　

最
後
に
、
地
域
の
ち
か
ら
推
進
部

が
立
ち
上
が
る
こ
と
で
、
地
域
力
が

強
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
協
働

の
絆
が
深
ま
り
、
更
に
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

　

区
は
、
我
が
党
委
員
の
指
摘
し
た

事
項
等
を
尊
重
し
、
前
向

き
に
取
り
組
み
、
区
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
努
力
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
。

の
推
進
。
環
境
施
策
で
は
、

住
宅
用
及
び
街
路
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
や
自
動
回
収
機
で

の
飲
料
缶
回
収
。
中
小
企

業
支
援
で
は
、
経
営
革
新

支
援
事
業
や
産
業
展
示
会
事
業
。
ま

ち
づ
く
り
施
策
で
は
、
区
内
初
の
車

道
透
水
性
舗
装
、
補
助
138
号
線
等
の

拡
幅
、
竹
ノ
塚
駅
付
近
連
続
立
体
交

差
事
業
の
推
進
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
我
が
党
が
要
望
し
て

き
た
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

明
年
は
、
東
京
電
機
大
学
開
学
と

と
も
に
区
制
80
周
年
の
佳
節
を
迎
え

る
。
区
民
と
喜
び
合
え
る
、「
誇
り

の
持
て
る
足
立
」
の
実
現
に
向
け
た

区
政
運
営
を
強
く
要
望
す
る
。

　

最
後
に
、
我
が
党
が
細
部
に
わ
た

り
指
摘
し
た
事
項
や
提
案
を
、
予
算

執
行
や
今
後
の
区
政
運
営
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
特
定
企
業

優
遇
等
の
ム
ダ
遣
い
は
温
存
し
な
が

ら
、
切
実
な
区
民
要
望
で
あ
る
認
可

保
育
園
増
設
に
は
背
を
向
け
、
た
め

込
ん
だ
基
金
は
892
億
円
と
過
去
最
高

規
模
で
あ
る
。

　

５
歳
以
下
の
人
口
に
対
す
る
認
可

保
育
園
の
定
数
は
、
近
隣
区
の
39
％

台
に
比
し
て
足
立
区
は
11
％
以
上
も

低
い
28.0
％
で
あ
る
。
待
機
児
童
は
昨

年
ま
で
の
３
年
間
で
２
倍
以
上
、
今

年
は
更
に
深
刻
に
な
り
、
保
育
の
必

要
度
指
数
が
56
点
で
も
入
れ
な
い
異

常
事
態
と
な
っ
た
。

　

区
は
、
単
な
る
貸
し
ビ
ル
と
な
っ

た
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
、
地
代

減
免
等
計
16
億
円
も
の

優
遇
を
し
た
上
、
年
間

９
千
800
万
円
を
20
年
間
払

い
続
け
る
。
身
勝
手
で
協

定
に
も
反
す
る
綜
合
商
事

と
の
契
約
は
変
更
等
を
し
、
ム
ダ
遣

い
を
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

区
民
の
生
活
を
支
え
る
姿
勢
に
欠

け
、
子
ど
も
重
視
と
言
い
な
が
ら
教

育
の
充
実
に
も
背
を
向
け
る
予
算
で

あ
り
、
賛
成
で
き
な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
１

人
あ
た
り
５
千
180
円
、
経
過
措
置
を

講
じ
て
も
１
千
374
円
の
保
険
料
引
き

上
げ
と
な
り
賛
成
で
き
な
い
。
賦
課

方
式
の
変
更
は
、
今
後
の
更
な
る
保

険
料
値
上
げ
に
道
を
開
い
た
も
の
と

指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、

保
険
料
の
負
担
増
が
継
続
さ
れ
る
と

と
も
に
、
保
険
料
を
払
え
な
い
区
民

へ
の
短
期
証
の
発
行
も
始
ま
っ
た
も

の
で
賛
成
で
き
な
い
。

　

我
が
党
が
提
出
し
た
修
正
案
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の
拡
大
で
地

域
経
済
活
性
化
及
び
税
収
ア
ッ
プ
も

図
る
と
と
も
に
、
認
可
保
育
園
を

作
っ
て
待
機
児
童
を
解
消
し
、
国
民

健
康
保
険
料
の
負
担
増
を
区
の
福
祉

施
策
で
軽
減
。
小
学
校
へ
図
書
館
司

書
を
配
置
し
、
特
別
支
援
通
級
学
級

の
宿
泊
学
習
、
介
護
人
材
育
成
支
援

等
を
復
活
。
７
つ
の
ガ
ン
検
診
を
無

料
化
し
て
、
区
民
の
命
と
健
康
を
守

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
金
の
わ
ず
か
２
％
を
使
い
、
23

区
で
第
２
位
の
年
間
予
算
の
わ
ず
か

１
％
を
増
額
す
る
だ
け
で
く
ら
し
を

支
え
、
子
ど
も
か
ら
若
者
、
高
齢
者

ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
足
立
区
へ

の
第
一
歩
と
な
る
予
算
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

今
回
の
予
算
案
は
、
各

種
基
金
か
ら
過
去
最
大
級

の
201
億
円
を
繰
り
入
れ
編

成
さ
れ
た
。
こ
の
ペ
ー
ス

で
行
く
と
、
財
政
調
整
基

金
は
平
成
25
年
度
、
減
債
基
金
は
平

成
26
年
度
に
残
高
ゼ
ロ
と
な
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
予
算
案
の
中
身
は
緊

張
感
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
の
選
択

と
集
中
の
徹
底
を
要
望
す
る
。

　

本
委
員
会
に
お
い
て
、
子
育
て
支

援
、
教
育
分
野
で
は
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
全
校
平
日
毎
日
実
施
、
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上
、

あ
ら
ゆ
る
制
度
を
活
用
し
た
待
機
児

童
の
早
期
解
消
、
幼
保
一
元
化
と
教

育
委
員
会
の
在
り
方
、
区
内
小
・
中

学
校
の
学
力
格
差
の
解
消
、
帝
京
科

学
大
学
と
地
域
連
携
及
び
周
辺
整
備
、

東
京
国
体
開
催
へ
の
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
の
体
験
学
習
推
進
事
業
に

つ
い
て
指
摘
し
た
。
特
に
、
子
ど
も

家
庭
部
の
教
育
委
員
会
へ
の
編
入
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
存
在
意
義

で
あ
る
「
首
長
か
ら
の
独
立
性
」
を

損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
要
望
す
る
。

　

環
境
分
野
で
は
、
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
事
業
、
エ
コ
モ
デ
ル

タ
ウ
ン
構
築
へ
の
取
り
組
み
等
、
指

摘
し
た
。
住
宅
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
促
進

事
業
の
購
入
地
域
を
、
利
便
性
重
視

の
た
め
区
内
に
限
定
し
な
い
予
定
だ

が
、
区
内
商
店
活
性
化
の
た
め
に
も
、

区
内
で
の
購
入
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
。

　

福
祉
・
医
療
施
策
で
は
、
大
学
病

院
の
区
内
誘
致
、
福
祉
事
務
所
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
、
荒
川
河
川
敷

へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
つ
い
て
指
摘
し

た
。

　

交
通
網
の
整
備
で
は
、
地
下
式
駐

輪
場
を
含
む
、
一
時
利
用
も
可
能
な

使
い
や
す
い
駐
輪
場
の
整
備
、
日
暮

里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
駅
前
自
転
車
駐

車
場
整
備
、
新
田
地
域
へ
の
は
る
か

ぜ
開
通
に
つ
い
て
指
摘
、
要
望
し
た
。

　

そ
の
他
、
商
品
券
等
、
区
に
か
か

わ
る
印
刷
物
の
地
産
地
消
、
公
共
施

設
の
統
合
と
複
合
化
、
カ
ラ
ー
も
含

む
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
の
さ
ら

な
る
活
用
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

　

本
委
員
会
で
の
議
論
を
十
分
に
考

慮
し
つ
つ
、
区
民
と
一
番
近
い
自
治

体
と
し
て
、
区
民
生
活
第
一
の
足
立

区
政
の
担
い
手
と
し
て
予
算
を
執
行

す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
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